
日
投
開
票
さ
れ
た
い

12
っ
せ
い
地
方
選
挙
前
半
戦

で
、
日
本
共
産
党
は
道
府

県
議
選
で

増
の
１
１
１

31

議
席
を
獲
得
す
る
な
ど
大

き
な
躍
進
を
遂
げ
ま
し
た
。

山
形
県
議
選
で
は
、
山

形
市
区
（
定
数
９
）
で
渡

辺
ゆ
り
子
氏
が
３
期
目
の

当
選
を
果
た
し
、
鶴
岡
市

区
（
定
数
５
）
で
、
関
徹

氏
が
前
回
失
っ
た
党
の
議

席
を
奪
還
し
ま
し
た
。

４
年
前
の
『
荘
内
日
報
』

２
０
１
１
年
４
月

日
付

12

荘
内
春
秋
に
は
、
４
期
目

を
目
指
し
た
笹
山
一
夫
さ

ん
が
敗
れ
、「

年
間
野
党

40

精
神
貫
く
共
産
党
県
議
、

鶴
岡
か
ら
失
う
」
と
書
か

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
雪
辱

を
関
徹
さ
ん
が
果
た
し
ま

し
た
。

鶴
岡
市
区
で
前
回
と
の

比
較
で
は
、
自
民
党
の
候

補
者
は
１
１
１
６
票
減
ら

し
、
民
主
党
は
１
０
２
票

増
や
し
た
の
に
対
し
、
共

産
党
は
１
２
１
０
票
増
で

ダ
ン
ト
ツ
、
得
票
率
も
２

・
９
ポ
イ
ン
ト
増
の

・
15

２
％
を
獲
得
し
ま
し
た
。

安
倍
政
権
の
「
暴
走
」

を
止
め
、
平
和
と
暮
ら
し

を
守
る
日
本
共
産
党
の
訴

え
に
支
持
を
寄
せ
、
奮
闘

頂
い
た
皆
さ
ん
に
心
か
ら

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

2015年４月19日

第９９６号

編 集 発 行
日本共産党藤島支部

生活相談所
加藤鉱一（宝徳）
℡0235-64-3941
携帯090-8929-4221

ＨＰは「藤島 加藤鉱一」
と検索で入力を。

発行経費にカンパをお
願いしています。民報
配布者にご連絡下さい
（月１７７円程度）
4月 27人 31,239円
3月 44人 66,135円

山形県議会議員選挙　鶴岡市選挙区（定数５）　選挙結果（選管確定）
今回（2015.4.12） 前回（2011.4.10） 前回との比較

政党順位 候補者名 得票数 得票率 政党順位 候補者名 得票数 得票率 得票数 得票率

共 5 関　徹 9,269 15.2% 共 6 笹山一夫 8,059 12.3% 共産党 1,210 2.9%

自 2 志田英紀 11,328 18.6% 自 1 志田英紀 12,997 19.8%

自民党 -1,116 2.3%自 3 阿部信矢 9,955 16.3% 自 3 阿部信矢 12,300 18.7%

自 1 佐藤　聡 13,031 21.4% 自 4 菅原　元 10,133 15.4%

民 4 阿部昇司 9,702 15.9% 民 5 阿部昇司 9,600 14.6% 民主党 102 1.3%

無 6 草島進一 7,643 12.5% 無 2 草島進一 12,520 19.1% 無所属 -4,877 -6.5%

有効投票 60,929 有効投票 65,610 有効投票 -4,681

有権者数 108,709 有権者数 112,198 有権者数 -3,489

投票率 56.51% 投票率 58.99% 投票率 -2.5%

投開票の翌日８時から、初当選した関徹県議と党鶴岡市議団が市役所前で公約実行の決意を訴え（13日）

しんぶん赤旗2015年４月14日

『
民
報
藤
島
』

が
ま
も
な
く
１

千
号
を
迎
え
、

皆
さ
ん
か
ら
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
募

集
し
て
い
ま
す
。



山
形
新
聞
４
月

日
付
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の
「
私
の
主
張
」
欄
に
、「
真

心
の
ア
サ
ガ
オ

今
年
も
」

と
題
し
た
寄
稿
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

渡
前
小
学
校
（
土
屋
常

義
校
長
）
で
は
２
０
１
３

年
度
か
ら
、「
い
の
ち
の
バ

ト
ン
活
動
」
と
し
て
特
別

支
援
教
室
の
子
ど
も
た
ち

が
ア
サ
ガ
オ
栽
培
に
取
り

組
み
、
収
穫
さ
れ
た
種
を

地
域
内
に
配
付
し
て
い
ま

す
。「

渡
前
小
学
校
生
ま
れ

の
『
ア
サ
ガ
オ
の
た
ね
（
い

の
ち
）』
を
み
ん
な
で
つ
な

い
で
い
こ
う
」
と
書
い
た

封
筒
に
入
れ
て
、
子
ど
も

た
ち
の
直
筆
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
添
え
て
地
区
内
の
全

戸
に
配
布
。
渡
前
小
学
校

の
活
動
に
感
動
し
た
地
区

外
の
市
民
（
櫛
引
地
域
）

か
ら
応
援
の
声
が
寄
せ
ら

れ
た
も
の
で
す
。

藤
島
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

総
会先

日
、
藤
島
地
区
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
（
会
長
・

石
川
勝
雄
氏
）
の
総
会
が

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
た
。

▼
会
長
か
ら
は
、
平
均
寿

命
と
健
康
寿
命
の
差
を
小

さ
く
す
る
に
は
、
食
事
と

運
動
と
生
き
が
い
が
大
事

だ
と
協
立
病
院
の
院
長
さ

ん
の
話
で
あ
っ
た
こ
と
、

年
金
医
療
な
ど
社
会
保
障

が
悪
く
な
り
、
米
価
・
Ｔ

Ｐ
Ｐ
・
憲
法
な
ど
の
問
題
、

戦
争
の
で
き
る
国
に
す
る

な
ど
課
題
が
多
い
が
、
私

達
老
人
が
暮
ら
し
や
す
い

社
会
に
す
る
た
め
に
県
議

会
選
挙
の
一
票
を
行
使
し

よ
う
と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

▼
来
賓
の
今
野
良
和
市
会

議
員
は
、
以
前
は
ク
ラ
ブ

数
が
多
く
藤
島
公
民
館
で

の
総
会
だ
っ
た
の
が
、
今

は
小
さ
く
淋
し
い
、
小
学

校
の
入
学
数
も
少
な
く
、

東
栄
小
で
は
８
人
だ
っ
た

が
、
６
年
生

人
が
獅
子

20

踊
り
で
迎
え
て
く
れ
た
と

挨
拶
が
あ
っ
た
。

▼
新
町
の
菅
原
功
会
長
を

議
長
に
選
び
、「
功
労
者
に

記
念
品
を
出
し
て
い
る
予

算
は
ど
こ
か
ら
」「
連
合
会

は
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
を
使

っ
て
い
る
が
、
私
達
の
と

こ
ろ
は
」
な
ど
の
質
問
や
、

役
員
手
当
減
額
は
反
対
多

数
で
元
に
戻
す
こ
と
に
決

ま
っ
た
。

▼
懇
親
会
に
入
り
、
民
報

藤
島
が
な
い
と
鶴
岡
の
こ

と
が
わ
か
ら
な
い
の
で
あ

り
が
た
い
と
は
何
カ
所
か

で
出
さ
れ
た
。
同
時
に
他

の
市
会
議
員
に
も
ナ
ニ
か

あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な

い
か
と
の
話
に
。

▼
特
に
力
が
入
っ
て
い
た

の
は
、
健
康
、
生
き
が
い

に
も
係
わ
る
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
場
。
数
カ
所
排
水
の

悪
い
と
こ
ろ
が
あ
り
要
望

し
て
い
る
が
未
だ
直
ら
な

い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

▼
部
分
的
な
排
水
改
良
で

よ
い
か
ら
、
技
術
も
良
く

な
っ
た
し
安
く
簡
単
に
出

来
る
だ
ろ
う
か
ら
と
の
事
。

夜
明
け
を
待
っ
て
の
連
日

の
賑
わ
い
。
早
く
直
し
て

や
っ
て
ヨ
。（
石
川
）

し
ん
ぶ
ん
赤
旗
４
月

日
付

10

な
っ
た
。
し
か
し
、
暴
力

是
認
の
心
情
は
今
な
お
強

く
、
中
韓
と
の
領
土
問
題

と
も
か
ら
ん
で
、「
武
力
に

は
武
力
で
」
と
ア
メ
リ
カ

の
Ｉ
Ｓ
空
爆
是
認
や
集
団

的
自
衛
権
容
認
の
風
潮
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

こ
ん
な
中
で
、
し
ん
ぶ

ん
赤
旗

、

日
付
「
イ

10

11

ン
ド
ネ
シ
ア

寛
容
と
調

和
の
社
会
へ
㊤
㊦
」
を
読

ん
だ
。
同
国
は
人
口
２
憶

５
千
万
人
、
イ
ス
ラ
ム
教

徒
が

％
を
占
め
世
界
最

88

多
の
イ
ス
ラ
ム
教
人
口
国

応
は
「
力
に
よ
る
抑
止
」

で
あ
る
。
戦
後
新
憲
法
の

も
と
で
も
、
近
年
ま
で
「
子

ど
も
が
ワ
ガ
マ
マ
に
な
っ

た
の
は
、
戦
前
の
よ
う
な

ビ
ン
タ
が
な
く
な
っ
た
こ

と
だ
。」
と
も
語
ら
れ
、
教

師
・
親
・
先
輩
の
暴
力
は

「
愛
の
ム
チ
」
と
し
て
半

ば
公
認
さ
れ
て
来
た
。
よ

う
や
く
最
近
に
な
っ
て
法

的
処
罰
を
受
け
る
よ
う
に

過
激
組
織
Ｉ
Ｓ
へ
の
対

応
が
国
際
社
会
の
大
問
題

に
な
っ
て
い
る
。
選
挙
の

時
も
娘
さ
ん
を
持
つ
お
母

さ
ん
達
か
ら
、「
娘
が
海
外

に
行
く
と
言
っ
て
い
る
が

…
」
な
ど
と
心
配
の
声
が

あ
っ
た
。
国
内
で
も
起
こ

ら
な
い
と
も
限
ら
な
い
情

勢
だ
。

ア
メ
リ
カ
・
日
本
の
リ

ー
ダ
ー
た
ち
の
基
本
的
対

過
激
組
織
Ｉ
Ｓ
へ
の
対
応
は
？

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
取
組
み
①

―
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
を
読
ん
で

青
山

崇

山
形
新
聞
２
０
１
５
年
４
月

日
「
私
の
主
張
」
欄

10

で
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
８
％
、

ヒ
ン
ド
ウ
ー
教
徒
３
％
、

わ
ず
か
の
伝
統
信
仰
で
あ

る
。
し
か
も
約
３
０
０
の

民
族
が
い
る
多
民
族
・
多

宗
教
国
家
で
あ
る
。
し
か

し
、
イ
ス
ラ
ム
教
を
国
教

と
せ
ず
信
教
の
自
由
を
認

め
、「
多
様
性
の
中
の
統
一
」

を
国
是
に
「
寛
容
と
調
和

の
社
会
」
へ
と
歩
ん
で
い

る
。
し
か
し
、
一
部
地
域

で
は
、
宗
教
的
、
民
族
的

紛
争
な
ど
も
目
立
つ
よ
う

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

３
月

日
の
渡
前
小
学
校
卒
業

18

式
で
来
賓
に
「
ア
サ
ガ
オ
の
種
」

を
進
呈


